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国際社会が防災の関与を表明すればするほど、災害でより多くの人が亡くなる。

最近３０年間の死者数の多い災害 上位１０

国連などの国際的活動

横浜戦略

兵庫行動枠組

災害による人命の損失は、いかに軽いか

「一人の死者は悲劇だが、百万人の死者は統計である。」（スターリン）

人命の経済的価値は、災害による経済被害額に含まれていない。

「市民の生命を守る」ことは政府の最高の優先事項である。

防災に関する国際活動

災害が起こる前の人命保護に、より焦点を当てるべきである。



災害リスク管理における不適当な資源の配分

災害後 ＞ 災害前

工学的 ＞ ノンエンジニアド（在来的）

ハード（インフラや近代技術） ＞ ソフト（人間の力や教育）

東日本大震災による最も重要な教訓

「適切な避難がなされていれば、何千人の人たちの命が救われたはずである」

地域は皆「津波てんでんこ」を知っていた。

繰り返される津波

適切に避難できない多くの理由があった。

阪神・淡路大震災による最も重要な教訓

「脆弱な住宅の改修がされていれば、何千人の人たちの命が救われたはずである」

それでもなお、脆弱な住宅を改修しない様々な理由がある。

質問：AとBのどちらを選ぶ

A 3000ドルを確実に失う

B 4000ドルを失う確率８０％で２０％は無損失
結果： 92％がBを選択

人々が将来の損失を避ける行動をしないのは合理的である。

災害リスク管理において人々はリスクの方を選ぶ



災害がくる前に人々に行動を起こさせるにはどうしたらよいか

教育、研修訓練と意識啓発

コミュニティ（地域社会）主体の防災

安全な地域社会のための政策策定と制度化

防災教育は重要な役割を果たす

能力構築と意識啓発

技術と政策の開発

リスクコミュニケーション

政策研究大学院大学による防災専門教育

「災害管理」修士号のプログラム

開発途上国の技術官や研究者

コミュニティ主体の防災 （CBDM）

地域の人は災害のリスクとその避け方をよく知ることができる。

参加型の決定プロセスは、リスクと行動を自らのものとできる。



政策のパラダイムシフト（転換）が必要

現在の安全でないコミュニティの悪循環

災害時の大きな損失

脆弱なコミュニティの増加
国内外の復興支援

安全なコミュニティへ
インセンティブがない

安全なコミュニティのために提案するサイクル

犠牲者や復興費用の削減

安全なコミュニティの増加

安全なコミュニティへ
の強いインセンティブ

安全なコミュニティの
ための国内外の支援

災害による人命損失を減らす国際協力のための提言

国際支援

適切な防災対策を講じられるより多くの専門家の育成

コミュニティ防災のための財政的・技術的な支援

防災対策・政策研究推進

経済・政治・社会・心理・技術の学際的アプローチ

ありがとうございます

政策研究大学院大学 岡崎健二 教授


